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学 位 論 文 内 容 の 要 旨
早期新生児期は血中のカルシウム､リン代謝が生理的に大きく変動を示す時期だが､
リン､ビタミンD代謝の調節因子Fibroblastgrowthfactor23(FGF23)の役割は明らか
ではない｡早期新生児期のFGF23の意義を検証する端緒として､我々は血中FGF23
濃度を (1)intactFGF23ELISA 或は (2)C-terminalFGF23ELISA を用いて勝帯血群
(N-22)､第 5生 日群 (N-22)､および成人群 (N-ll)の各群間で比較 した｡血祭
C-termina)FGF23濃度は麟帯血､第 5生日血､成人の各群で各々73.3± 22.4(平均値
± 標準偏差),81,0± 28.2､及び39.0± 7.8RU/ml､血清 IntactFGF23濃度は各々
3.9± 1.6,21.8± 17.6､及び 27.6± 7.3pg/mlであった｡抗 FGF23抗体を用いた
免疫沈降で脚帯血群では成人群 と比較 し32kDaの intactFGF23が低濃度､18kDaの
舟agmentedFGF23が高濃度であったo以上より､早期新生児期は血中の intactFGF23
濃度のC-terminalFGF23濃度に対する比率は､断片化によって極度に低下 しており､
生理的高 リン血症など新生児期特有のリン代謝の成立に寄与する事が示唆された｡
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本研究ではビタミンD調節因子であるFibroblastgrowthfactor23(FGF23)の出生後の変化を中
心に検討している.まず,活性化の指標となるintactFGF23,蛋白発現量の指標となるC･temi al
FGF23の血中レベルの推移を検討し,またFGF23断片化の意義につき検討を加えている.
本研究では早期新生児期を通した血中FGF23濃度の特徴的な変動を捉え,成人と異なりFGF23
断片化が克進し,ラ音性が低下していること,すなわち早期新生児期のPi,ビタミンD代謝におい
てFGF23断片化が生理的な重要性を有することを証明しており価値ある研究であると認める.
よって本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める.
